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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
七
年
四
月
) 

 
 

 
 

 

土
屋 

博 

 

一
「
頭
書
訓
讀 
古
状
揃
精
注
鈔 

全
」 

(
浪
華
文
精
堂
蔵
、
天
保
十
四
年
孟
春
、
五
三
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
天
保
十
四
年
は
西
暦
一
八
四
三
年
な
り
。
保
存
状
態
、
奇
蹟
的
に
頗
る
よ
し
。 

そ
も
そ
も
、「
古
状
揃
」
の
最
初
期
の
寫
本
は
一
六
二
五
年
の
も
の
と
せ
ら
れ
、
近
世
に
流
通
し
た
る
も
の

と
し
て
は
、「
新
板
古
状
揃
」(
一
六
四
九
年
)
挙
げ
ら
る
る
由
。
平
家
物
語
を
中
心
と
す
る
往
来
物
は
、
素

読
、
手
習
ひ
の
恰
好
の
教
材
な
り
し
由
に
て
、
寺
子
屋
時
代
を
通
じ
て
、
明
治
初
期
の
藩
校
に
到
る
ま
で
、

「
古
状
揃
」
は
⾧
ら
く
教
材
と
し
て
大
い
に
重
寶
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。 

本
書
の
内
容
は
、
今
川
壁
書
(
今
川
了
俊
愚
息
仲
秋
に
對
し
制
詞
の
條
條
)、
初
登
山
、
腰
越
状
、
義
経
含

状
、
辨
慶
状
、
熊
谷
状
、
経
盛
返
状
、
曽
我
状
、
同
返
状
。 

 

 

二
「
頭
書
訓
讀 

古
状
揃
精
注
鈔 

全
」 

(
浪
華
文
精
堂
蔵
、
天
保
十
四
年
七
月
、
五
三
丁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
同
一
古
書
を
同
時
に
二
冊
購
入
す
る
こ
と
は
滅
多
に
無
き
こ
と
な
れ
ど
、
安
價
な
れ

ば
敢
て
購
入
せ
り
。 

 

 

三
「
文
久
新
刻 

古
状
揃
繪
抄 

全
」
槐
亭
賀
全
著 

(
東
都
書
肆
文
江
堂
梓
、
五
二
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
繪
入
り
解
説
書
な
り
。 
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四
「
文
久
新
板 

實
語
教
童
子
教
繪
鈔 
全
」
槐
亭
賀
全
著
述 

(
東
都
書
肆
文
江
堂
梓
、
二
八
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
實
語
教
九
十
六
句
は
貴
族
の
手
に
て
、
童
子
教
三
百
三
拾
句
は
や
や
遅
れ
て
中
世
前

期
に
僧
侶
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
る
も
の
と
目
さ
る
。
寺
子
屋
、
家
庭
に
て
道
徳
用
往
来
物
と
し
て
普
及
せ

り
。 

実
語
教
の
冒
頭
部
分
は
、
以
下
の
如
し
。「
山
高
き
が
故
に
貴
か
ら
ず
、
樹
有
る
を
以
て
貴
し
と
す
。
人
肥

え
た
る
が
故
に
貴
か
ら
ず
。)
は
、
平
安
末
期
よ
り
明
治
初
期
ま
で
普
及
せ
し
庶
民
向
け
の
初
等
教
科
書
な

り
。
童
子
教
(
夫
れ
貴
人
の
前
に
居
て
は
顕
露
に
立
つ
こ
と
を
得
ず
。
道
路
に
遇
う
て
は
跪
い
て
過
ぎ
よ
。

召
す
こ
と
あ
ら
ば
敬
つ
て
承
れ
)
と
。 

 

 

五
「
繪
入
訓
讀 

實
語
教
童
子
教
繪
抄 

全
」
近
澤
幸
山
先
生
選 

(
東
都
玉
養
堂
蔵
板
、
五
三
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
近
藤
幸
山
の
序
文
は
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
年
)
の
も
の
。 
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六
「
元
治
新
板 

庭
訓
往
來
繪
抄 

上
」
槐
亭
賀
全
著 

(
東
都
書
肆
文
江
堂
梓
、
五
五
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
庭
訓
(
て
い
き
ん
)
と
は
、
孔
子
、
息
子
の
鯉
に
對
し
庭
に
て
詩
経
・
禮
記
を
學
ぶ

べ
き
こ
と
を
教
へ
た
る
故
事
に
由
来
す
。 

「
庭
訓
往
来
」
は
南
北
朝
末
期
乃
至
室
町
時
代
の
武
家
の
著
と
推
測
せ
ら
れ
、
僧
玄
惠
の
書
な
り
と
も
傳
ふ
。

我
が
國
書
簡
文
の
典
範
と
せ
ら
れ
、
一
月
新
年
の
會
、
二
月
詩
歌
の
會
、
三
月
地
方
大
名
の
館
造
、
四
月
領

國
の
繁
栄
、
五
月
大
名
高
家
の
饗
応
、
六
月
盗
賊
討
伐
出
陣
、
七
月
遊
伎
會
、
八
月
訴
訟
、
九
月
大
法
會
、

十
月
大
歳
、
十
一
月
病
気
治
療
法
、
十
二
月
地
方
行
政
を
話
題
と
す
。
本
書
上
巻
は
一
月
よ
り
六
月
ま
で
の

書
状
を
輯
録
す
。 

 

 

七
「
庭
訓
往
來
繪
抄 

下
」
槐
亭
賀
全
著 

(
東
都
吉
田
屋
文
三
郎
板
、
一
〇
八
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
本
書
下
巻
に
は
、
七
月
以
降
十
二
月
ま
で
の
書
状
を
輯
録
す
。 

 

 

八
「
庭
訓
往
来
抄
」 

(
す
み
や
書
房
、
寛
永
八
年
版
の
昭
和
四
十
五
年
復
刻
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
寛
永
八
年
は
西
暦
一
六
三
一
年
な
り
。 
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九
「
山
陽
先
生
題
跋 

全
」
門
人
加
賀
児
玉
慎
士
敬
輯
録 

(
出
版
人
大
坂
府
平
民
田
中
太
右
衛
門
、
一
五
丁
＋
二
一
丁
) 

古
書
價
格
千
百
圓
也
。
巻
上
は
、
題
米
書
擬
古
帖
、
跋
趙
松
雪
帖
な
ど
三
十
五
篇
、
巻
下
は
、
五
十
四
篇
を

輯
録
す
。 

 

 

十
「
頭
書
問
答 

日
本
略
史 

全
二
冊
」
文
部
省
御
蔵
版
、
松
山
喜
輔
編
輯 

(
京
都
郁
文
堂
、
明
治
十
一
年
發
兊
、
上
巻
三
五
丁
、
下
巻
五
七
丁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
木
村
正
辭
編
、
那
珂
通
高
訂
。
上
巻
は
、
第
一
代
神
武
天
皇
よ
り
第
七
十
一
代
後
冷

泉
天
皇
ま
で
。
下
巻
は
第
七
十
二
代
後
三
条
天
皇
よ
り
第
百
二
十
二
代
今
上
天
皇
ま
で
。
末
尾
に
曰
く
、「
今

上
天
皇
は
孝
明
天
皇
の
子
な
り
。
大
将
軍
慶
喜
職
を
辭
す
。
是
よ
り
天
皇
萬
機
を
親
裁
し
封
建
を
改
め
て
郡

縣
と
為
す
。
江
戸
を
東
京
と
称
し
以
て
皇
居
と
す
。
頼
朝
朝
府
を
鎌
倉
に
開
き
し
よ
り
明
治
元
年
戊
辰
に
至

る
ま
で
凡
そ
六
百
八
十
三
年
に
し
て
、
王
政
復
古
は
神
武
天
皇
元
年
辛
酉
よ
り
、
今
明
治
八
年
に
至
る
ま
で

凡
そ
二
千
五
百
三
十
五
年
な
り
。」
と
。 
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十
一
「
中
等
讀
本 

小
學
文
編 

一
、
二
」
羽
山
尚
徳
編 

(
東
京
光
風
社
、
明
治
十
六
年
刊
、
一
巻
三
〇
丁
、
二
巻
三
二
丁
) 

二
冊
揃
古
書
價
格
六
百
圓
也
。
例
言
に
曰
く
、「
簒
む
る
処
の
紀
事
は
先
哲
の
善
行
を
主
と
し
讀
む
者
を
し

て
其
徳
性
を
涵
養
し
愛
國
の
志
気
を
感
發
せ
し
む
る
こ
と
を
期
す
」
と
。 

 

 

十
二
「
婦
女
交
際 

普
通
女
用
文 

巻
之
上
」
河
村
興
一
郎
閲
、
樋
口
正
三
朗
編
纂 

(
大
阪
書
肆
忠
雅
堂
)
百
人
一
首
全
文
と
其
の
人
物
畫
を
含
む
。 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。 

 

 

十
三
「
明
治
四
年
印
行 

英
字
訓
蒙
圖
解 

全
」 

(
神
田
外
語
、
一
九
九
三
年
復
刻
)
古
書
價
格
五
百
圓
也
。
明
治
初
期
の
和
英
辭
典
を
見
る
に
つ
け
、
先
人

の
苦
労
偲
ば
ゆ
。 
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十
四
「
和
英
中
辭
林
」
佐
久
間
信
恭
編 

(
郁
文
舎
、
明
治
三
十
九
年
改
版
第
一
版
、
正
價
金
九
拾
錢
、
九
三
〇
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
三
十
七
年
。
佐
久
間
信
恭
(
一
八
六
一
年
生
れ
、
一
九
二
三
年
歿
)
は
、

東
京
英
語
學
候
及
び
札
幌
農
学
校
に
學
ぶ
。(
内
村
、
新
渡
戸
の
一
年
下
)
第
五
高
等
学
校
教
授
。 

 

 

十
五
「
新
和
英
辭
典
」
法
學
博
士
和
田
垣
謙
三
著 

(
大
倉
書
店
、
明
治
四
十
二
年
四
十
六
版
、
九
四
九
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
三
十
五
年
。
和
田
垣
謙
三
(
一
八
六
〇
年
生
れ
、
一
九
一
九
年
歿
)
は
、

東
京
帝
大
卒
業
後
ケ
ン
ブ
リ
ỿ
ジ
、
ベ
ル
リ
ン
大
學
に
留
學
。
帝
國
大
學
法
科
大
學
、
農
科
大
學
教
授
を
歴

任
す
。 

 

 

十
六
「
候
文
體
口
語
體 

書
簡
文
」
早
稲
田
文
學
士
内
山
春
風
著 

(
光
世
館
、
明
治
四
十
三
年
刊
、
定
價
四
拾
錢
、
三
〇
〇
頁
) 



7 

 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
本
の
所
有
者
は
歩
兵
五
十
一
聯
隊
上
等
兵
な
り
き
。 

 

 

十
七
「
益
軒
先
生
養
生
訓
」
宮
城
伊
兵
衛
編 

(
昭
文
堂
、
大
正
十
五
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
、
二
三
三
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
益
軒
曰
く
、「「
老
い
て
は
脾
胃
の
氣
衰
へ
弱
く
な
る
。
食
す
く
な
き
に
宜
し
。
多
食

す
る
は
危
し
。
老
人
の
頓
死
す
る
は
十
に
九
は
皆
食
傷
な
り
。
若
く
し
て
脾
胃
強
き
と
き
に
な
ら
ひ
て
食
過

ぐ
れ
ば
、
消
化
し
が
た
く
元
気
ふ
さ
が
り
病
お
こ
り
て
死
す
」
と
。 

 

 

十
八
「
三
訂
増
補 

新
字
鑑
」
文
學
博
士
盬
谷
温
編 

(
國
書
刊
行
會
、
昭
和
五
十
五
年
四
三
一
版
、
定
價
五
千
八
百
圓
、
本
文
二
一
五
一
頁
) 

古
書
價
格
二
千
四
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
十
四
年
、
漢
和
辞
典
の
歴
史
に
其
の
名
を
刻
む
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ổ

(
四
三
一
版
)
の
名
著
な
り
。
學
生
版
の
み
手
許
に
置
き
し
か
ど
、
待
望
の
本
体
を
遂
に
入
手
す
る
に
到
れ

り
。 
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十
九
「
お
く
の
ほ
そ
道
解
釈
事
典 

諸
説
一
覧
」
堀
切
実
編 

(
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
五
年
刊
、
二
七
四
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。「
月
日
は
百
代
の
過
客
」
の
「
月
日
」
は
、「
月
」
と
「
日
」
の
二
つ
に
分
け
て
捉
へ
、

天
体
の
月
の
運
行
と
日
の
運
行
も
視
野
に
入
る
る
深
き
解
釈
あ
る
由
。 

 

(
令
和
四
年
五
月
十
四
日
受
附
) 

  


